
(57)【要約】

【課題】　光ファイバケーブルの途中部または端末部に

おいて配線変えや接続変えをすることが容易な光ファイ

バケーブルの接続方法を提供する。

【解決手段】　光ファイバケーブル５の途中部または端

末部にクロージャ８を取り付け、光ファイバケーブル５

を他の光ファイバケーブル６と接続する光ファイバケー

ブルの接続方法であって、光ファイバケーブル５，６の

光ファイバテープ心線１１，１２と光ファイバの配列が

同じである光ファイバテープ心線からなる第１および第

２の接続端末２１，２２が設けられ、かつ、第１の接続

端末２１の回線の順番と第２の接続端末２２の回線の順

番とが互いに異なる光ファイバ接続ユニット２０を用意

し、接続端末２１，２２をそれぞれ光ファイバケーブル

５，６の光ファイバテープ心線１１，１２と融着接続し

て光ファイバ接続ユニット２０をクロージャ８に収納す

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 回 線 を 有 す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル （ ５ ） の 途 中 部 ま た は 端 末 部 に ク ロ ー ジ ャ （ ８
） を 取 り 付 け 、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル （ ６ ， ９ ） と 接 続 す る
光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 （ １ １ ） と 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 同 じ で
あ る 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 か ら な る 第 １ の 接 続 端 末 （ ２ １ ） と 、 前 記 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー
ブ ル の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 （ １ ２ ） と 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 同 じ で あ る 光 フ ァ イ バ テ ー プ
心 線 か ら な る 第 ２ の 接 続 端 末 （ ２ ２ ） と が 設 け ら れ 、 か つ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 接 続 端
末 は 、 前 記 第 １ の 接 続 端 末 の 回 線 の 順 番 と 前 記 第 ２ の 接 続 端 末 の 回 線 の 順 番 と が 互 い に 異
な る よ う に 接 続 さ れ た 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト （ ２ ０ ） を 用 意 し 、
　 前 記 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト の 第 １ の 接 続 端 末 を 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ
テ ー プ 心 線 と 融 着 接 続 す る と と も に 、 前 記 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト の 第 ２ の 接 続 端 末 を 前
記 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 と 融 着 接 続 し 、 前 記 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ
ニ ッ ト を 前 記 ク ロ ー ジ ャ に 収 納 す る こ と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 一 つ の 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 第 １ の 接 続 端 末 の 本 数 お よ び ／ ま た は 第 ２
の 接 続 端 末 の 本 数 が 複 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の
接 続 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 複 数 の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の う ち 、 ２ 本 以 上 の 光 フ ァ
イ バ テ ー プ 心 線 か ら 選 択 さ れ る 複 数 の 回 線 を 前 記 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 一 つ の 光 フ ァ
イ バ テ ー プ 心 線 と 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ
ル の 接 続 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト が 光 フ ァ イ バ シ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い
し ３ の い ず れ か に 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 接 続 端 末 お よ び 前 記 第 ２ の 接 続 端 末 は 、 そ れ ぞ れ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に 対 す
る 接 続 端 （ ２ １ ａ ， ２ ２ ａ ） と 反 対 側 が 単 心 光 フ ァ イ バ （ ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ ） に 分 離 さ れ て
お り 、 前 記 単 心 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 （ ２ １ ｃ 、 ２ ２ ｃ ） は 接 続 端 末 ご と に ピ ッ チ を 揃 え て
一 括 に 被 覆 （ ２ １ ｄ 、 ２ ２ ｄ ） さ れ 、 両 接 続 端 末 の 前 記 単 心 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 同 士 が 融
着 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 接 続 す る た め の 接 続 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 局 内 に 設 置 さ れ た 伝 送 装 置 と ユ ー ザ と の 間 に 光 フ ァ イ バ か ら な る 伝 送 路 を 配 線 す
る 際 、 伝 送 装 置 と 接 続 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル （ 装 置 側 光 ケ ー ブ ル ） と 局 外 に 敷 設 さ れ
る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル （ 外 線 側 光 ケ ー ブ ル ） と の 間 に 光 配 線 盤 を 設 置 し 、 こ の 光 配 線 盤 内
に 両 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 引 き 入 れ 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 各 光 フ ァ イ バ を 光 コ ネ ク タ 等
を 介 し て 接 続 す る こ と に よ り 、 両 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 同 士 の 配 線 変 え や 接 続 変 え を 行 う こ
と が 広 く 行 わ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ８ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 局 内 で 配 線 変 え や 接 続 変 え を 行 う 場 合 、 光 フ ァ イ バ の 接 続 箇 所 が 多 い た
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め 、 部 品 数 が 増 加 し コ ス ト が 増 大 す る 。 ま た 、 局 か ら ユ ー ザ ま で の 配 線 に 応 じ て 局 内 配 線
を 設 計 す る 必 要 が あ る の で 、 局 内 に お け る 接 続 作 業 が 煩 雑 で あ る 。 光 配 線 盤 の 寸 法 が 大 型
化 し 、 局 内 に 大 き な 収 容 ス ペ ー ス が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 途 中 部 ま た は
端 末 部 に お い て 配 線 変 え や 接 続 変 え を す る こ と が 容 易 な 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 を
提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 複 数 の 回 線 を 有 す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 途 中 部
ま た は 端 末 部 に ク ロ ー ジ ャ を 取 り 付 け 、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ
ル と 接 続 す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 で あ っ て 、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 光 フ ァ
イ バ テ ー プ 心 線 と 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 同 じ で あ る 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 か ら な る 第 １ の 接
続 端 末 と 、 前 記 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 と 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 同
じ で あ る 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 か ら な る 第 ２ の 接 続 端 末 と が 設 け ら れ 、 か つ 、 前 記 第 １ お
よ び 第 ２ の 接 続 端 末 は 、 前 記 第 １ の 接 続 端 末 の 回 線 の 順 番 と 前 記 第 ２ の 接 続 端 末 の 回 線 の
順 番 と が 互 い に 異 な る よ う に 接 続 さ れ た 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト を 用 意 し 、 前 記 光 フ ァ イ
バ 接 続 ユ ニ ッ ト の 第 １ の 接 続 端 末 を 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 と 融
着 接 続 す る と と も に 、 前 記 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト の 第 ２ の 接 続 端 末 を 前 記 他 の 光 フ ァ イ
バ ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 と 融 着 接 続 し 、 前 記 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト を 前 記 ク
ロ ー ジ ャ に 収 納 す る こ と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 一 つ の 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 第 １ の 接 続 端 末 の 本 数 お
よ び ／ ま た は 第 ２ の 接 続 端 末 の 本 数 は 、 複 数 と す る こ と が で き る 。
　 前 記 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 複 数 の 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の う ち 、 ２ 本 以 上 の 光 フ ァ
イ バ テ ー プ 心 線 か ら 選 択 さ れ る 複 数 の 回 線 を 前 記 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 一 つ の 光 フ ァ
イ バ テ ー プ 心 線 と 接 続 す る こ と が で き る 。
　 前 記 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト と し て は 例 え ば 光 フ ァ イ バ シ ー ト を 用 い る こ と が で き る 。
こ の 光 フ ァ イ バ シ ー ト に お い て は 、 前 記 第 １ の 接 続 端 末 お よ び 前 記 第 ２ の 接 続 端 末 は 、 そ
れ ぞ れ 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に 対 す る 接 続 端 と 反 対 側 が 単 心 光 フ ァ イ バ に 分 離 さ れ て お り 、
前 記 単 心 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 は 接 続 端 末 ご と に ピ ッ チ を 揃 え て 一 括 に 被 覆 さ れ 、 両 接 続 端
末 の 前 記 単 心 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 同 士 が 融 着 接 続 さ れ て い る も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 光 線 路 の ユ ー ザ に 近 い 側 で 光 フ ァ イ バ の 配 線 変 え や 接 続 変 え を 行 う こ
と が で き る の で 、 局 内 で 配 線 変 え や 接 続 変 え を す る の に 比 べ て 、 一 箇 所 当 た り の 回 線 数 が
よ り 少 な く な り 、 接 続 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 局 内 の 配 線 や 光 配 線 盤 の 構
造 を 簡 略 化 で き る 。 従 っ て 、 局 内 の 省 ス ペ ー ス 化 が 可 能 と な る 。
　 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト と し て 光 フ ァ イ バ シ ー ト を 用 い た 場 合 、 光 フ ァ イ バ シ ー ト は 、
光 フ ァ イ バ の た め の 補 強 構 造 や 保 持 機 構 が 特 に 不 要 で あ る た め 、 構 造 が 簡 単 で あ る 。 ま た
、 部 品 数 が 少 な く な り 取 り 扱 い や す い 上 、 低 コ ス ト 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 光 線 路 の 一 例 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 符 号 １ は 、 複 数 の ユ ー ザ ７ （ 加 入 者 ） に 対 し て 通 信 の 中 継 や 映 像 （ Ｃ Ａ Ｔ
Ｖ 等 ） の 配 信 の サ ー ビ ス を 行 う 事 業 者 の 局 １ で あ る 。 局 １ 内 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク （ 図 示 略
） と の 通 信 の 中 継 を 行 う 伝 送 装 置 ２ と 、 映 像 の 配 信 を 行 う 映 像 配 信 系 設 備 ３ と 、 伝 送 装 置
２ お よ び 映 像 配 信 系 設 備 ３ か ら の 回 線 ２ ａ ， ３ ａ を 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の 光 フ ァ イ バ と 接 続
す る た め の 光 配 線 盤 ４ と が 設 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ は 、 一 端 が 光 配 線 盤 ４ 内 に 引 き 込 ま れ て お り 、 他 端 側 は 局 １ 外 に 布 設
さ れ て い る 。 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の 他 端 は 、 局 １ 外 に 設 置 さ れ た ク ロ ー ジ ャ ８ 内 に 収 容 さ れ
て い る 。 こ こ で は 、 ク ロ ー ジ ャ ８ は 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の 回 線 を ユ ー ザ ７ に 引 き 落 と す た
め の 引 き 落 と し ク ロ ー ジ ャ で あ り 、 ク ロ ー ジ ャ ８ の 内 部 に は 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の 光 フ ァ
イ バ テ ー プ 心 線 １ １ （ 以 下 「 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 」 を 単 に 「 テ ー プ 心 線 」 と い う 場 合 が
あ る ） と ユ ー ザ ７ へ の 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ （ ド ロ ッ プ ケ ー ブ ル 等 ） の テ ー プ 心 線 １ ２
と を 接 続 す る た め の 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の テ ー プ 心 線 １ １ と 光 フ ァ イ バ の 配
列 が 同 じ で あ る テ ー プ 心 線 か ら な る 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ と 、 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ の テ
ー プ 心 線 １ ２ と 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 同 じ で あ る テ ー プ 心 線 か ら な る 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ を
有 す る 。 か つ 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ と 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ と は 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ に お
け る 回 線 の 順 番 と 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ に お け る 回 線 の 順 番 と が 互 い に 異 な る よ う に 接 続 さ
れ て い る （ 詳 し く は 後 述 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 、 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 一 例 を 示 す 。 こ の 例 で は 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の
テ ー プ 心 線 １ １ は ８ 心 の テ ー プ 心 線 で あ り 、 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ の テ ー プ 心 線 １ ２ は
２ 心 の テ ー プ 心 線 に な っ て い る 。 な お 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ５ ， ６ の テ ー プ 心 線 の 心 数 は
、 図 ２ に 示 す 具 体 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 目 的 等 に 応 じ て ２ 心 、 ４ 心 、 ８ 心 な ど 、
適 宜 選 択 し て 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 テ ー プ 心 線 の 具 体 的 な 構 造 の 例 を 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す 。
　 図 ６ に 示 す テ ー プ 心 線 ３ ０ は 、 裸 光 フ ァ イ バ ３ １ の 外 周 に 樹 脂 被 覆 ３ ２ が 設 け ら れ た 光
フ ァ イ バ 素 線 ３ ３ （ こ こ で は ８ 本 ） が 等 し い ピ ッ チ に て 一 列 に 配 列 さ れ 、 樹 脂 被 覆 ３ ４ に
よ っ て 一 括 に 被 覆 さ れ て テ ー プ 状 に さ れ た も の で あ る 。
　 図 ７ に 示 す テ ー プ 心 線 ４ ０ は 、 裸 光 フ ァ イ バ ４ １ の 外 周 に 樹 脂 被 覆 ４ ２ が 設 け ら れ た 光
フ ァ イ バ 素 線 ４ ３ （ こ こ で は ８ 本 ） が 半 分 （ こ こ で は ４ 本 ） ず つ の 組 に さ れ て お り 、 そ れ
ぞ れ の 組 に お い て 光 フ ァ イ バ 素 線 ４ ３ が 等 し い ピ ッ チ に て 一 列 に 配 列 さ れ 樹 脂 被 覆 ４ ４ に
よ っ て 一 括 に 被 覆 さ れ て お り 、 樹 脂 被 覆 ４ ４ に よ っ て 一 括 に さ れ た 組 が ２ 組 、 樹 脂 等 か ら
な る 連 結 部 ４ ５ に よ っ て 連 結 さ れ る こ と に よ り １ 本 の テ ー プ 心 線 と さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 互 い に 等 し い テ ー プ 心 線 と は 、 心 数 が 等 し い の み
な ら ず 、 両 テ ー プ 心 線 に お け る 互 い に 隣 接 す る 光 フ ァ イ バ の ピ ッ チ の 大 き さ を 光 フ ァ イ バ
の 並 び 順 に 沿 っ て 比 べ た と き に 、 ピ ッ チ の 大 き さ が 順 に す べ て 等 し い も の を 指 す 。
　 例 え ば 図 ６ の テ ー プ 心 線 ３ ０ と 図 ７ の テ ー プ 心 線 ４ ０ と を 比 較 し た 場 合 、 そ れ ぞ れ 光 フ
ァ イ バ の 線 番 を 順 に （ 例 え ば 図 ６ ， 図 ７ に お い て 左 右 に ） １ ～ ８ と 名 づ け た と し て 、 １ －
２ 間 の ピ ッ チ 、 ２ － ３ 間 の ピ ッ チ 、 ３ － ４ 間 の ピ ッ チ 、 ５ － ６ 間 の ピ ッ チ 、 ６ － ７ 間 の ピ
ッ チ 、 ７ － ８ 間 の ピ ッ チ が 互 い に 等 し い と し て も 、 ４ － ５ 間 の ピ ッ チ が 等 し く な い の で 、
テ ー プ 心 線 ３ ０ と テ ー プ 心 線 ４ ０ と は 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 互 い に 等 し い テ ー プ 心 線 で は な
い 。
　 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 互 い に 等 し い テ ー プ 心 線 は 、 各 テ ー プ 心 線 の 末 端 の 樹 脂 被 覆 を 除 去
し て 裸 光 フ ァ イ バ を 露 出 さ せ 、 各 裸 光 フ ァ イ バ を 対 に し て 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ 、 融 着 接
続 す る こ と で 簡 単 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ に お い て 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ は 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の
テ ー プ 心 線 １ １ と 光 フ ァ イ バ の 配 列 が 同 じ で あ る ８ 心 の テ ー プ 心 線 で あ り 、 ２ 本 の 第 １ の
接 続 端 末 ２ １ が 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 一 側 （ 図 ２ で は 左 側 ） に 設 け ら れ た 第 １ の
接 続 端 末 配 列 部 ２ ０ ａ に 配 列 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ の 回 線 （ 各 テ ー
プ 心 線 中 の 各 光 フ ァ イ バ ） は 、 第 １ の 接 続 端 末 配 列 部 ２ ０ ａ に お け る 第 １ の 接 続 端 末 ２ １
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の 順 、 次 い で 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ に お け る 回 線 の 順 に よ り 、 順 番 に （ 図 ２ で は 上 下 方 向 に
） 配 列 さ れ て い る 。
　 ま た 、 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ は 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ の テ ー プ 心 線 １ ２ と 光 フ ァ イ バ の
配 列 が 同 じ で あ る ２ 心 の テ ー プ 心 線 で あ り 、 ８ 本 の 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ が 光 フ ァ イ バ 接 続
ユ ニ ッ ト ２ ０ の 前 記 一 側 と 対 向 す る 他 側 （ 図 ２ で は 右 側 ） に 設 け ら れ た 第 ２ の 接 続 端 末 配
列 部 ２ ０ ｂ に 配 列 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ の 回 線 （ 各 テ ー プ 心 線 中 の
各 光 フ ァ イ バ ） は 、 第 ２ の 接 続 端 末 配 列 部 ２ ０ ｂ に お け る 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ の 順 、 次 い
で 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ に お け る 回 線 の 順 に よ り 、 順 番 に （ 図 ２ で は 上 下 方 向 に ） 配 列 さ れ
て い る 。
　 な お 、 こ こ で は 第 １ の 接 続 端 末 配 列 部 ２ ０ ａ と 第 ２ の 接 続 端 末 配 列 部 ２ ０ ｂ と は 、 光 フ
ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ に お け る 互 い に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る が 、 本 発 明 は 特 に
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ と 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ と が 互 い に 区
分 け さ れ て 設 け ら れ て い れ ば 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ の 一 端 ２ １ ａ は 、 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 外 側 に 露 出 さ れ 、
幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の テ ー プ 心 線 １ １ と 接 続 す る た め の 接 続 端 に な っ て い る 。 ま た 、 第 ２ の
接 続 端 末 ２ ２ の 一 端 ２ ２ ａ は 、 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 外 側 に 露 出 さ れ 、 引 き 落 と
し 光 ケ ー ブ ル ６ の テ ー プ 心 線 １ ２ と 接 続 す る た め の 接 続 端 に な っ て い る 。
　 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ の 接 続 端 ２ １ ａ は 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の テ ー プ 心 線 １ １ と 融 着 接 続
さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ の 接 続 端 ２ ２ ａ は 、 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ の テ
ー プ 心 線 １ ２ と 融 着 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 接 続 端 末 ２ １ ， ２ ２ の 前 記 接 続 端 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ と 反 対 側 の
端 で あ る 他 端 側 は 、 そ れ ぞ れ 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ 内 で 単 心 光 フ ァ イ バ ２ １ ｂ ， ２
２ ｂ に 分 離 さ れ て お り 、 こ れ ら 単 心 光 フ ァ イ バ ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ の 先 端 部 ２ １ ｃ ， ２ ２ ｃ は
、 接 続 端 末 ご と に 、 樹 脂 等 に よ り ピ ッ チ を 揃 え て 一 括 被 覆 ２ １ ｄ ， ２ ２ ｄ に よ り テ ー プ 状
に 一 括 に 被 覆 さ れ て い る 。
　 つ ま り 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ の 単 心 光 フ ァ イ バ ２ １ ｂ の 先 端 部 ２ １ ｃ と 、 第 ２ の 接 続 端
末 ２ ２ の 単 心 光 フ ァ イ バ ２ ２ ｂ の 先 端 部 ２ ２ ｃ と は 、 互 い に 等 し い ピ ッ チ で テ ー プ 化 （ リ
コ ー ト ） さ れ て い る 。 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ と 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ と は 、 第 １ の 接 続 端 末 ２
１ 側 の 先 端 部 ２ １ ｃ と 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ 側 の 先 端 部 ２ ２ ｃ と が 融 着 接 続 さ れ る こ と に よ
り 、 光 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ と し て は 、 接 続 端 末 ２ １ ， ２ ２ の 接 続 端 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ と
反 対 側 の 他 端 ２ １ ｃ ， ２ ２ ｃ 同 士 の 接 続 点 を 収 納 で き る 構 造 で あ れ ば 、 光 フ ァ イ バ シ ー ト
、 モ ジ ュ ー ル 、 ト レ イ な ど 各 種 採 用 可 能 で あ る 。
　 こ こ で 光 フ ァ イ バ シ ー ト と は 、 光 フ ァ イ バ や 光 フ ァ イ バ 同 士 の 接 続 点 等 を 樹 脂 製 の シ ー
ト の 表 面 に 沿 っ て 、 あ る い は ２ 枚 以 上 の シ ー ト の 間 に 挟 ん で 布 線 し 、 光 フ ァ イ バ と シ ー ト
を 接 着 剤 等 で 接 合 し て 一 体 化 し た も の で あ る 。
　 光 フ ァ イ バ シ ー ト に お い て 光 フ ァ イ バ の 固 定 に 用 い ら れ る 前 記 シ ー ト と し て は 、 特 に 限
定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば ポ リ イ ミ ド や ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 等
か ら な る 軟 質 の 薄 い シ ー ト が 好 適 で あ る 。
　 光 フ ァ イ バ シ ー ト は 、 光 フ ァ イ バ の た め の 補 強 構 造 や 保 持 機 構 が 特 に 不 要 で あ る た め 、
構 造 が 簡 単 で あ る 。 ま た 、 部 品 数 が 少 な く な り 取 り 扱 い や す い 上 、 低 コ ス ト 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に お い て は 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ ２ １ ｂ は 、 第 １ の 接 続 端 末 ２
１ に お け る 回 線 の 順 番 と 単 心 光 フ ァ イ バ ２ １ ｂ の 先 端 部 ２ １ ｃ に お け る 回 線 の 順 番 と が 互
い に 異 な る よ う に 交 差 し て 布 線 さ れ て い る 。
　 ま た 、 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ ２ ２ ｂ は 、 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ に お け る
回 線 の 順 番 と 単 心 光 フ ァ イ バ ２ ２ ｂ の 先 端 部 ２ ２ ｃ に お け る 回 線 の 順 番 が 互 い に 同 じ に な
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る よ う に 並 列 に 布 線 さ れ て い る 。
　 そ れ ぞ れ の 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ の 光 フ ァ イ バ は 、 そ れ ぞ れ 、 ２ 本 の 第 １ の 接 続 端 末 ２ １
の う ち の 一 方 の 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ の 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ ２ １ ｂ と 、 他 方 の 第 １ の 接 続 端
末 ２ １ の 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ ２ １ ｂ と に 光 接 続 さ れ る よ う に 対 応 付 け ら れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ と 第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ と は 、 第 １ の 接 続 端 末 配 列 部 ２
０ ａ に お け る 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ の 回 線 の 順 番 と 、 第 ２ の 接 続 端 末 配 列 部 ２ ０ ｂ に お け る
第 ２ の 接 続 端 末 ２ ２ の 回 線 の 順 番 と が 互 い に 異 な る よ う に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う な 光 線 路 を 構 築 す る た め の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 接 続 方 法 を 説 明 す る 。
　 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ と し て 、 上 述 の よ う な 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 用 意
す る 。
　 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の 先 端 部 の 外 皮 等 を 必 要 に 応 じ て 除 去 す る こ と に よ り 、 テ ー プ 心 線 １
１ を 露 出 さ せ 、 こ の テ ー プ 心 線 １ １ の 先 端 部 の 樹 脂 被 覆 を 除 去 し て 融 着 接 続 が 可 能 な よ う
に 各 裸 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 を 露 出 さ せ る 。 さ ら に 、 テ ー プ 心 線 １ １ を 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ
ッ ト ２ ０ の 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ と 融 着 接 続 す る 。 同 様 に 、 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ に つ い
て も 、 テ ー プ 心 線 １ ２ を 露 出 さ せ て こ れ を 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 第 ２ の 接 続 端 末
２ ２ と 融 着 接 続 す る 。
　 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 、 光 ケ ー ブ ル ５ ， ６ の テ ー プ 心 線 １ １ ， １ ２ と 光 フ ァ イ
バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 接 続 端 末 ２ １ ， ２ ２ と の 融 着 接 続 点 と 共 に ク ロ ー ジ ャ ８ に 収 納 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の 手 順 に よ り 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ と 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ と が 接 続 さ れ る 。 し か
も 、 両 光 ケ ー ブ ル ５ ， ６ の 間 に 介 在 さ れ た 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ に よ り 、 配 線 変 え
、 接 続 変 え が な さ れ る 。
　 上 記 の 例 で は 、 第 １ の 接 続 端 末 ２ １ に 接 続 さ れ る 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の テ ー プ 心 線 １ １ と
し て 、 伝 送 装 置 ２ と 接 続 さ れ た 回 線 を 有 す る テ ー プ 心 線 と 、 映 像 配 信 系 設 備 ３ と 接 続 さ れ
た 回 線 を 有 す る テ ー プ 心 線 と を 選 択 す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６
に 、 伝 送 装 置 ２ と 接 続 さ れ た 回 線 と 映 像 配 信 系 設 備 ３ と 接 続 さ れ た 回 線 と を １ 回 線 ず つ 接
続 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の 個 々 の テ ー プ 心 線 は 、 伝 送 装 置 ２ と 接 続 さ れ た 回 線 の
み を 有 す る も の か 、 映 像 配 信 系 設 備 ３ と 接 続 さ れ た 回 線 の み を 有 す る も の か の い ず れ か と
す る こ と が で き る 。
　 つ ま り 、 従 来 の 方 法 で は 、 局 １ に 設 置 さ れ た 光 配 線 盤 ４ 内 で 、 伝 送 装 置 ２ と 接 続 さ れ た
回 線 と 映 像 配 信 系 設 備 ３ と 接 続 さ れ た 回 線 と が １ つ の テ ー プ 心 線 に 収 め ら れ る よ う に 配 線
変 え 、 接 続 変 え を す る 必 要 が あ っ た 。 こ の 場 合 、 光 配 線 盤 ４ 内 に は 多 数 の 回 線 が 輻 輳 し て
接 続 作 業 が 煩 雑 に な り 、 光 フ ァ イ バ の 取 り 出 し 、 再 収 納 や 、 回 線 の 照 合 な ど に お い て も 不
便 で あ っ た 。
　 こ れ に 対 し て 、 本 形 態 例 に よ れ ば 、 光 配 線 盤 ４ 内 で の 配 線 変 え 、 接 続 変 え を 省 略 （ あ る
い は 簡 略 化 ） す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 局 内 の 配 線 や 光 配 線 盤 の 構 造 を 簡 略 化 で き 、 局
内 の 省 ス ペ ー ス 化 が 可 能 と な る 。 ま た 、 １ つ の ク ロ ー ジ ャ ８ 内 で は 、 該 ク ロ ー ジ ャ ８ か ら
引 き 落 と し を 行 う べ き 回 線 に つ い て の み 配 線 変 え 、 接 続 変 え を 行 え ば よ い の で 、 一 箇 所 当
た り 取 り 扱 う べ き 回 線 数 が 少 な く 、 接 続 作 業 を 容 易 か つ 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ や 図 ７ に 例 示 し た よ う に 、 テ ー プ 心 線 の 心 数 が 同 じ で も ピ ッ チ が 異 な る 箇 所 が あ る
場 合 に は 、 直 接 融 着 接 続 を す る こ と は 難 し い 。 本 発 明 で は 、 光 ケ ー ブ ル の テ ー プ 心 線 と 光
フ ァ イ バ の 配 列 が 同 じ で あ る 接 続 端 末 を 設 け た の で 、 光 ケ ー ブ ル の テ ー プ 心 線 を そ の ま ま
接 続 端 末 と 融 着 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。 接 続 作 業 の 現 場 で 、 光 ケ ー ブ ル の テ ー プ 心 線
を 同 ピ ッ チ に リ コ ー ト す る 作 業 を 省 略 で き 、 作 業 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 以 上 、 本 発 明 を 最 良 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 上 述 の 最 良 の 形 態 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 改 変 が 可 能 で あ る 。
　 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト は 、 そ の 構 成 や 、 第 １ の 接 続 端 末 に お け る 回 線 の 順 番 と 第 ２ の
接 続 端 末 に お け る 回 線 の 順 番 と が ど の よ う に 対 応 付 け ら れ て い る か な ど は 、 特 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 一 つ の 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 第 １ の 接 続 端 末 の 本 数 お よ
び ／ ま た は 第 ２ の 接 続 端 末 の 本 数 は 、 そ れ ぞ れ 、 １ 本 で あ っ て も 複 数 本 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 両 接 続 端 末 の 間 で 回 線 の 順 番 を 変 え る た め 、 図 ２ に 示 す 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト で は 、
第 １ の 接 続 端 末 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ を 交 差 さ せ て い る が 、 本 発 明 で は 、 特 に こ れ に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 接 続 端 末 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ を 交
差 さ せ る こ と で 回 線 の 順 番 を 変 え て も よ い 。 こ の 他 、 第 １ の 接 続 端 末 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ
と 第 ２ の 接 続 端 末 側 の 単 心 光 フ ァ イ バ と の 両 方 を 交 差 さ せ る な ど で も 、 同 様 の 目 的 を 達 成
し う る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル と 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル と の 接 続 に 限 定 さ れ る も の で は な い
。 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ を ２ 本 ま た は そ れ 以 上 の 下 流 側 幹 線 光 ケ
ー ブ ル ９ ， ９ ， … に 分 岐 し て 接 続 す る た め に 用 い る こ と も で き る 。
　 必 要 で あ れ ば 、 ク ロ ー ジ ャ ８ に 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 複 数 収 納 し て 、 よ り 多 数
本 の 回 線 を 接 続 で き る よ う に し て も よ い こ と は 、 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 端 末 部 か ら の 接 続 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば
、 図 ５ に 示 す よ う に 、 光 ケ ー ブ ル ５ の 途 中 部 か ら 取 り 出 し た テ ー プ 心 線 １ １ を 他 の 光 ケ ー
ブ ル （ 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ ） の テ ー プ 心 線 １ ２ な ど と 接 続 す る た め に 用 い る こ と も で
き る 。
　 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 収 納 さ れ た ク ロ ー ジ ャ ８ は 、 １ 本 の 光 ケ ー ブ ル ５ に 対 し
て 複 数 の 箇 所 に 設 置 す る こ と も で き る 。 ま た 、 光 ケ ー ブ ル ５ の 末 端 部 に 、 例 え ば 図 １ に 示
す よ う に 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 収 納 さ れ た ク ロ ー ジ ャ ８ を 設 け る こ と も で き る 。
こ れ に よ り 、 光 ケ ー ブ ル に 収 納 さ れ た テ ー プ 心 線 を 、 引 き 落 と し が 必 要 な 箇 所 の 近 く で 取
り 出 し て 回 線 の 引 き 落 と し を 行 う こ と が で き る 。
　 ク ロ ー ジ ャ ８ の 設 置 お よ び 引 き 落 と し 光 ケ ー ブ ル ６ の 布 設 は 、 幹 線 光 ケ ー ブ ル ５ の 布 設
後 、 ユ ー ザ ７ の 増 加 等 に 対 応 し て 回 線 の 引 き 落 と し の 必 要 が 生 じ た と き に 行 う こ と も で き
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 光 線 路 の 構 築 に 際 し て 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 接 続 す る こ と に 利 用 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 光 線 路 の 一 例 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 光 線 路 の 他 の 例 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 光 線 路 の さ ら に 他 の 例 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ ニ ッ ト の 他 の 例 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 の 他 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
５ … 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル （ 幹 線 光 ケ ー ブ ル ） 、 ６ … 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル （ 引 き 落 と し
光 ケ ー ブ ル ） 、 ８ … ク ロ ー ジ ャ 、 ９ … 他 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル （ 下 流 側 幹 線 光 ケ ー ブ ル ）
、 １ １ … 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 、 １ ２ … 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 、 ２ ０ … 光 フ ァ イ バ 接 続 ユ
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ニ ッ ト 、 ２ １ … 第 １ の 接 続 端 末 、 ２ ２ … 第 ２ の 接 続 端 末 、 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ … 接 続 端 末 の 接
続 端 、 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ … 単 心 光 フ ァ イ バ 、 ２ １ ｃ ， ２ ２ ｃ … 単 心 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 、 ２
１ ｄ ， ２ ２ ｄ … 一 括 被 覆 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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